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動かせ羽生！ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

元祖・自転車選挙！１週間の 

走行距離はなんと 450キロ超 

出陣式のひと幕。本庄の田中 

市議が駆けつけてくれました。 

政策を訴えた街頭演説。 

7日間で 120回を超えました。 

毎度おなじみの 

青い「本人」のぼりとともに 

高校の後輩でもある 

志木の河野市議と 

演説後、街頭で握手！ 次代を担う子ども達と 

 

羽生市議会議員一般選挙 告示４／１７（日） 運命の投開票４／２４（日） 

 全力で駆け抜けた７日間！ 
 



みなさんの素朴な疑問に答えます！ 

選挙にどれだけお金を使ったか？ 
NO，24 レポート印刷 46,500 選挙カー音響取り付け 5,250 

直前特大号印刷 85,000 公選ハガキ作成・印刷 27,000 

標章看板×４ 24,000 選挙カー看板修正 24,000 

のぼり（本人） 5,500 タスキ 7,300 

のぼり（がんばろう日本）×2 3,960 供託金 300,000 

レンタカー代 4日間 

（公営期間対象外） 23,100 
合計 

【使ったお金】 55万1,610円 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙カー    40,425円 (1 日 5,775円) 選挙期間 1週間分の費用 

選挙カー運転手賃金   87,500 円（1日 12,500円） 選挙運動期間 1週間分 

選挙ポスター     135,000 円 (1枚 675円）  200枚作成 

選挙カー燃料代      8,109 円（53リットル）  レギュラー 153円／ℓ 

公選ハガキ郵送代   100,000 円          規定限度 2,000枚送付 

37万1,034 円を羽生市に負担をしていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

上記合計額のうち、NO,２４レポート印刷、直前特大号印刷、公選ハガキ印刷、標章看板 

作成（18万 2,500円）は、皆様からの献金を使わせていただきました。また供託金 30万円は 

返還をされたため 

6 万 9,110 円の自己資金での選挙戦でした。 

無償貸与 若手政治家養成塾より  のぼり 2枚 
友人より   運動員ジャンバー10枚 

友人より   選挙カー車載スピーカー 

市民の皆さま  自転車 4台 
 

この度の羽生市議会議員一般選挙では 2,000 名をこえる方々からご支持、ご支援をいただき当選させて

いただくことができました。ご支持、ご支援をいただいたみなさんに「ありがとうございました。」とお礼を言って回

りたいのですが、非人道的な公職選挙法により、この「ありがとうございました。」を言うことが禁止されておりま

す。議員としての仕事でご恩返しをさせていただきます。ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

そして、4 年前の選挙では一切送付することがなかった公選ハガキですが、今回の選挙では、選挙人

名簿、電話帳、住宅地図を参考に規定限度枚数である 2,000枚を送付させていただきました。ご迷惑、

失礼があったかもしれませんが、事情をお汲み取りいただければ幸いです。 
 



～平成 23年度 ６月議会が終了しました！～ 
平成 23年度一般会計補正予算案、歳入歳出 4,971万 9千円、学童保育室条例を改正する条例、消

防ポンプ車購入伴に伴う、財産取得、南中校舎大規模改修工事請負契約の 4 議案と議員提出の信号

機と横断歩道の設置を求める意見書 1件が上程され、それぞれ、全会一致で可決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・収納対策、公園整備、観光事業、文化財保護、学校整備、財産管理等の雇用促進事業 （43,818千円） 

・食育推進事業、発達障がい等早期支援事業 （996千円）         

・新郷第二小学校の学童保育室設置（4,575千円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正予算の主な内容 

６月議会中島なおき 1６回目の一般質問 

中島なおき 発言録 検索 

「市政に対する一般質問」では市政に関することであれば、どのような内容

でも本会議場壇上にて発言することが出来ます。私は単なる質問にとどまら

ず、議員としての提言の場と捉えています。議員でいながら一般質問をしない

というのは、私は議員としての仕事を放棄しているものと理解をしております。 
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独
自
で
放
射
線
量
の
測
定

を
行
い
、
Ｈ
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児
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5
月
12
日
ま
で
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消
防
本
部
敷
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定
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行
っ
て
い
た
。
そ
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以
降
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内
東
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西
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南
部
で
の
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を
行
っ
て
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る
。
6
月
3
日
に

は
小
中
学
校
、
公
立
保
育
所
全
て
と
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
も

測
定
を
行
っ
た
。
6
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13
日
よ
り
測
定
値
を
Ｈ
Ｐ
に
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公
表
し
て
い
る
。
他

の
自
治
体
と
比
較
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公
表
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遅
れ
た
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は
、
測
定
器
や
測
定
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準
の
違
い

か
ら
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任
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っ
て
公
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き
る
か
否
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で
き
な
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あ
っ

た
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ー
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て
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2
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門
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頼
し
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後
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の
要
望
状
況
と
国

な
ど
か
ら
明
確
な
基
準
が
示
さ
れ
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ば
随
時
変
更
し
て
い
く
。 

【投
票
率
の
向
上
に
つ
い
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羽
生
市
政
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来
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た
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と
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る
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、

投
票
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が
下
が
り
続
け
る
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で
は
、
本
当
の
市
民
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の
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現
は
遠
い
道

の
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。
選
挙
管
理
委
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会
は
今
回
の
投
票
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の
大
幅
な
低

下
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
状
況
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
か
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の
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は
震
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よ
る
有
権
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の
不
安
や
立
候
者
の
運
動
自
粛

が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
一
層
の
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発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
選

挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
7
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の
埼
玉
県
知
事
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で
は
高
校
生

が
選
挙
事
務
に
従
事
で
き
る
よ
う
協
議
中
で
あ
る
。 

市からの最新の情報を、メールで携帯置電話、パソコン等に配信します。様々な

情報の分類ごとに選択していただき、必要な情報だけを受信することができます。

防災無線放送も配信されます。 まずはアクセスを！（ＱＲコードはこちら → ）    

 

羽生市のメール配信サービスが始まりました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中島なおき（直樹）の生きざま】 

●昭和47年11月 会社員の父と洋裁職人の母より生誕  

●埼玉栄高校普通科、日本福祉教育専門学校社会教育学科卒業  

●日本大学法学部政治経済学科卒業 

●専門学校卒業後、茅ヶ崎市内の児童福祉施設勤務を経て、鴻巣市社会福祉協議会職員となる  

●平成1７年（32歳）  専修大学藤本一美教授主宰の千代田政治経済研究会に参加  

●平成1８年（33歳） 白土幸仁埼玉県議 松本武洋和光市長ら主宰の「若手政治家養成塾」へ入塾  

●平成１８年１２月（34歳） 羽生市政に挑戦するため社会福祉協議会を覚悟と決意の退職  

●平成１９年４月 正真正銘「地盤 看板 カバンなし」から羽生市議会議員選挙に 単身挑み1,473票を賜り当選  

●平成２３年４月（38歳） 羽生市議会議員選挙に２度目の立候補 現職無所属候補のほとんどが前回よりも票を落

とす中、唯一得票を大きく伸ばし2,131票を賜り、再選を果たす 

■所属： 第２期若手政治家養成塾副代表・青年地方議員の会会員 ■趣味： 釣り 読書 家庭菜園 陶芸も少し  

■特技： ギター弾き語り（ミュージシャンを夢見たことも・・・。） バスケットボール ハンドボール  

■家族：保育士の妻 のんびりものの長女9歳 陽気で小心な次女7歳 

■身長184センチ 体重75キロくらい 血液型 A型 さそり座 

 

 

   

使途 金額 

研修会・勉強会 交通費 ¥21,160 

研修会・勉強会 参加費 ¥21,500 

青年地方議員の会 年会費 ¥2,000 

書籍 （6冊） ¥9,992 

議会&活動報告用紙・ファイル ¥19,893 

印刷機インク ¥9,765 

ゼンリン住宅地図 ¥15,000 

議会報告会会場費・備品・お茶 ¥4,530 

議会&活動報告配布燃料代 ¥10,011 

パソコンソフト・USB メモリー ¥30,007 

事務所電話基本料（10か月分） ¥1,000 

 ¥14万 4,858 

ご意見・ご感想大募集 
みなさんの声を直接市政に反映させたいと考えております。苦情や批判、

要望だけではない建設的なご意見、ご提案をお聞かせください。 

【事務所】 〒348-0071 羽生市南羽生 4－17－2  578-8612  Fax 562-4231 

：japanist0422@live.jp  （匿名のメール、連絡には対応できません。） 

新たな任期となりました。今までと同じく、中島の活動、発言への監視をよろしくお願いします。 

羽生市議会議員には、年額 14 万

4,000 円（月額 1 万 2,000 円）の政務

調査費が所属会派の人数に応じて会派

に支給されます。会派にて使途を決める

ものであり、基本的に個人の裁量で使う

ことはできません。私、中島は会派には

属していないため、市議会の規約に則

り、個人の裁量で有意義に使わせてい

ただいております。 

紙面の都合で右記のようにまとめてお

りますが、詳細は拙ブログの 5/8 をご確

認下さい。議会事務局に情報公開請求

をしていただければ全ての領収書をご

覧いただくことが出来ます。 

 

平成２２年度 政務調査費の 使途を全て公開します！ 

市内放射線量の測定に関する緊急要望書を提出！ 
 乳幼児、児童、生徒の保護者の方々から市内放射線量の

測定状況について多数の問い合わせをいただいております。

若いお母さん達の不安の声を行政に届けるべく、河田市長に

「学校、保育所（園）、幼稚園、公園等における放射線量測定

に関する緊急要望書」を議員有志で提出しました。内容につ

いては、6/24の「ゼロからの挑戦日記。」をご確認ください。 

 


